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『シビアアクシデント』
「設計基準事故の想定を超

える条件で発生し、その判断

基準を超えて大きい影響を

もたらす事故」 （日本原子

力学会報告書 2017.1.31）

初
の
「
質
問
主
意
書
」
は
四

月
一
七
日
提
出
し
二
五
日
に
政

府
答
弁
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

使
用
済
み
核
燃
料
三
〇
〇

〇
ト
ン
は
安
全
か
？

一
番
目
の
質
問
項
目
は
、

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
三

千
㌧
プ
ー
ル
に
事
故
が
起

き
た
と
き
、
「
核
燃
料
を
別

の
プ
ー
ル
に
避
難
さ
せ
る

た
め
の
予
備
の
プ
ー
ル
は

あ
る
の
か
」
と
い
う
質
問
で

し
た
。

福
島
第
一
原
発
事

故
の
と
き
、
四
号
機
の
使
用

済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
の
水

位
が
下
が
り
使
用
済
み
核

燃
料
が
高
温
を
発
し
危
機

に
陥
り
ま
し
た
。
菅
直
人
総

理
の
指
示
で
、
近
藤
駿
介
原

子
力
委
員
長
が
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
計
算
し
た
結
果
、

最
悪
の
場
合
「
一
七
〇
㌔
圏

内
は
強
制
避
難
」
を
覚
悟
せ

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

態
で
し
た
。
幸
い
プ
ー
ル
の

崩
壊
は
免
れ
シ
ュ
ノ
ー
ケ

ル
消
防
車
で
水
を
注
ぎ
危

機
を
脱
し
ま
し
た
。
そ
の
後

も
大
地
震
に
よ
る
崩
落
の

危
機
が
続
き
、
予
備
プ
ー
ル

が
あ
っ
た
の
で
、
ク
レ
ー
ン

設
備
を
増
設
し
作
業
員
の

冷
静
な
作
業
も
あ
り
使
用

済
み
核
燃
料
を
安
全
に
移

送
出
来
ま
し
た
。

「
政
府
答
弁
書
」
に
は
、

「
原
子
炉
等
規
制
法
や
新

規
制
基
準
で
は
、
非
常
時
の

移
送
は
必
ず
し
も
決
め
ら

れ
て
い
な
い
」
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
要
す
る
に
六
ヶ

所
工
場
で
は
「
非
常
時
の
安

全
確
保
の
た
め
の
移
送
先

は
決
め
ら
れ
て
い
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
福
島
事
故

の
経
験
は
生
か
さ
れ
て
い

な
い
と
心
配
さ
れ
ま
す
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の

放
射
能
量
は
い
く
ら
か
？

質
問
事
項
の
二
番
目
で

は
、
「
六
ヶ
所
工
場
に
は
全

体
で
ど
れ
だ
け
の
放
射
性

物
質
が
あ
る
の
か
」
と
質
し

ま
し
た
。
と
り
わ
け
プ
ー
ル

一
杯
分
に
も
相
当
す
る
約

二
三
〇
立
方
㍍
も
の
「
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
」
に
つ
い

て
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
と
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

の
放
射

能
量
を
ベ
ク
レ
ル
数
で
答

え
る
よ
う
質
問
し
ま
し
た
。

政
府
答
弁
書
で
は
「
原
燃

か
ら
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
セ

シ
ウ
ム
１
３
７
の
推
定
値
は

二
〇
一
五
年
三
月
で
約
五

二
〇
ペ
タ
（
五
二
京
）
ベ
ク

レ
ル
で
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９

０
の
放
射
能
量
に
つ
い
て

は
（
事
業
者
も
）
把
握
し
て

い
な
い
と
聞
い
て
い
る
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
リ
ス
ク
の

基
本
的
数
値
を
把
握
し
て

い
な
い
と
い
う
驚
く
べ
き

回
答
で
し
た
。

五
二
〇
ペ
タ
ベ
ク
レ
ル

は
、
福
島
原
発
事
故
１
～
３

号
機
の
四
日
間
の
大
気
放

出
量

約
一
五
ペ
タ
（
一
京

五
〇
〇
〇
兆
）
ベ
ク
レ
ル
（
日
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本
年
一
月
『
再
処
理
安
全
問
題

院
内
集
会
』
が
開
催
さ
れ
関
連
七

省
庁
担
当
者
一
四
人
と
の
意
見

交
換
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
院
内
集
会
を
受
け
て
、
当

会
や
「
脱
原
発
と
う
か
い
塾
」
な

ど
七
市
民
団
体
は
、
口
頭
対
話
で

は
不
十
分
で
あ
っ
た
点
に
つ
い

て
、
川
田
龍
平
参
議
院
議
員
に
よ

る
五
件
の
質
問
主
書
を
提
出
し

政
府
答
弁
書
を
得
ま
し
た
。
政
府

の
考
え
を
正
確
に
把
握
し
議
論

を
国
民
の
前
で
広
く
展
開
す
る

た
め
で
す
。

こ
の
五
件
の
質
問
―
答
弁
書

は
国
会
活
動
の
正
式
文
書
と
し

て
参
議
院
ホ
ー
ム
㌻
に
掲
載
さ

れ
国
民
は
誰
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。（
提
出
番
号
八
一
、
八
七
）
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さ
ら
に
国
立
国
会
図
書
館
の
国

会
資
料
文
献
と
し
て
永
久
保
存
さ

れ
、
再
処
理
工
場
の
安
全
の
為
の

重
要
文
書
と
し
て
議
論
の
ベ
ー
ス

と
な
り
ま
す
。
大
い
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。
概
略
を
本
紙
二
号
に
亘

っ
て
報
告
し
ま
す
。

そ
の
全
文
と
私
達
の
コ
メ
ン
ト
は

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。
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参議院議員

国
会
見
学
の

生
徒
達
の
記
念
写
真



本
政
府
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
へ
の
報
告

書
）
の
約
三
五
倍
と
い
う
膨

大
な
量
で
す
。
放
射
性
物
質

を
た
め
込
ん
で
い
る
六
ヶ

所
再
処
理
工
場
の
『
廃
棄
物

ソ
ー
ス
タ
ー
ム
（
危
険
物
の

種
類
、
量
、
形
態
な
ど
の
情
報
）
』

の
基
本
数
値
を
国
と
事
業

者
は
把
握
し
公
表
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｕ
Ｐ
Ｚ
、
原
発
三
〇
㌔
㍍
、

再
処
理
工
場
五
㌔
㍍

マ
ス
コ
ミ
の
誤
報
も
！

三
番
目
に
、
「
河
北
、
毎

日
、
福
島
民
報
に
載
っ
た
事

実
誤
認
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
記
事
」
に
つ
い
て
聞

き
ま
し
た
、
昨
年
一
一
月
開

催
の
規
制
委
員
会
原
子
力

災
害
事
前
対
策
検
討
チ
ー

ム
会
合
を
伝
え
る
三
紙
の

記
事
に
は
「
再
処
理
施
設
内

に
あ
る
放
射
性
物
質
の
量

は
原
発
よ
り
少
な
い
の
で
、

Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急
時
防
護
措
置

準
備
区
域
）
は
従
来
通
り
５

㌔
以
内
と
し
た
」
と
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
記
述
は
、
「
再

処
理
工
場
こ
そ
が
膨
大
な

放
射
性
物
質
を
た
め
込
ん

で
い
る
」
の
で
あ
り
、
「
原

発
よ
り
少
な
い
」
は
明
ら
か

に
事
実
誤
認
で
す
。

政
府
答
弁
書
は
、「
（
同
検

討
チ
ー
ム
は
）
Ｕ
Ｐ
Ｚ
を
５

㌔
と
す
る
な
ど
の
議
論
を

行
っ
た
が
、
原
発
よ
り
放
射

性
物
質
が
少
な
い
な
ど
の

議
論
は
し
て
い
な
い
。
三
紙

の
記
事
は
報
道
者
の
見
解

が
含
ま
れ
て
お
り
、
政
府
と

し
て
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控

え
る
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
達
は
、
「
複
数

の
メ
デ
ィ
ア
が
、
同
じ
よ
う

な
事
実
誤
認
の
記
事
を
報

じ
た
の
は
、
こ
の
会
議
の
責

任
者
が
こ
の
よ
う
な
発
言

を
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
」

と
疑
い
ま
し
た
。
私
達
の
指

摘
に
よ
り
毎
日
新
聞
は
訂

正
記
事
を
電
子
版
に
載
せ

ま
し
た
。

ウ
ラ
ル
の
核
惨
事

な
ど
の

事
例
か
ら
何
故
学
ぼ
う
と

し
な
い
の
か
？

質
問
の
四
番
目
に
、
再
処

理
工
場
の
大
事
故
例
や
西

ド
イ
ツ
政
府
や
ノ
ル
ウ
ェ

ー
政
府
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
事
例
を
ど
う
考
え

る
か
を
尋
ね
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
政
府
答
弁
書

に
は
、
二
〇
一
二
年
に
定
め

ら
れ
た
『
原
子
力
災
害
対
策

指
針
』
の
原
子
力
施
設
ご
と

の
避
難
区
域
に
言
及
し
て

い
ま
し
た
が
、
質
問
に
つ
い

て
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

同
検
討
チ
ー
ム
の
議
事

録
を
見
る
と
、
高
レ
ベ
ル
廃

液
の
事
故
時
の
『
蒸
発
乾

固
』
に
は
触
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
後
の
、
析
出
し
た
硝
酸

塩
に
よ
る
爆
発
（
ウ
ラ
ル
の

核
惨
事
）
や
発
生
す
る
水
素

に
よ
る
爆
発
な
ど
、
過
酷
事

故
に
達
す
る
過
程
を
科
学

的
に
推
論
す
る
記
述
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
地
震

大
国
日
本
の
『
再
処
理
シ
ビ

ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
』
が
、

非
科
学
的
で
、
詳
細
な
検
討

が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の

と
な
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
最

悪
事
態
を
想
定
し
た
対
策

が
不
明

日
本
原
子
力
学
会
は
「
設

計
基
準
事
故
を
超
え
る
条

件
で
発
生
す
る
」
シ
ビ
ア
ア

ク
シ
デ
ン
ト
へ
の
備
え
を

確
認
し
て
い
ま
す
。

質
問
主
意
書
で
は
さ
ら

に
◇
原
発
事
故
時
の
最
後

の
手
段
と
し
て
の
「
コ
ア
・

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
に
相
当
す

る
も
の
が
あ
る
の
か
？
◇

落
雷
や
大
地
震
、
十
和
田
火

山
群
爆
発
の
場
合
◇
高
レ

ベ
ル
廃
液
沸
騰
時
間
、
水
素

爆
発
濃
度
到
達
時
間
、
な
ど

を
質
し
ま
し
た
が
、
不
十
分

な
回
答
で
し
た
。

質
問
主
意
書
第
二
弾
は
「
ガ

ラ
ス
固
化
試
験
に
関
す
る
件
」

で
四
月
二
一
日
に
提
出
し
二
八

日
に
政
府
答
弁
書
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
固
化
が
出
来
な
い

と
い
う
異
常
事
態

再
処
理
工
場
は
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン
を
再
処

理
（
再
利
用
）
す
る
と
し
て
、

使
用
済
み
核
燃
料
を
被
覆

管
ご
と
せ
ん
断
し
硝
酸
で

溶
か
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や

ウ
ラ
ン
を
抽
出
し
ま
す
。
強

い
放
射
線
を
出
し
続
け
る

高
レ
ベ
ル
廃
液
は
、
再
び
封

じ
込
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ガ
ラ
ス
固
化
を
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
廃
液
を

危
険
な
状
態
の
ま
ま
放
置

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
規
制
基
準
審
査
終
了
前

は
ガ
ラ
ス
固
化
作
業
に
入

れ
な
い
？

質
問
の
一
番
目
は
「
東
海

再
処
理
工
場
は
危
険
な
『
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
』
の
ガ

ラ
ス
固
化
を
再
開
し
た
。
六

ヶ
所
工
場
の
廃
液
も
早
急

に
安
全
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
」
と
い
う
事
で
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
政
府
答

弁
書
は
「
現
在
、
新
規
制
基

準
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ

て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
終
了

し
な
け
れ
ば
、
ガ
ラ
ス
固
化

作
業
に
入
れ
な
い
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
危

険
な
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
が
大
量
に
存
在
し
、
い
つ

地
震
な
ど
に
襲
わ
れ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
東
海
再
処

理
工
場
同
様
、
早
期
に
廃
液

の
ガ
ラ
ス
固
化
を
進
め
、
少

し
で
も
リ
ス
ク
を
軽
減
さ

せ
る
べ
き
で
す
。

ガ
ラ
ス
固
化
試
験
報
告
書

審
査
が
終
了
し
て
い
な
い

ま
た
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

の
最
終
段
階
の
報
告
書
が

国
の
審
査
が
な
さ
れ
な
い

ま
ま
に
、
「
新
規
制
基
準
」

審
査
に
入
っ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
ま
し
た
。
二
〇
一

三
年
五
月
に
ガ
ラ
ス
固
化

試
験
が
終
了
し
た
と
い
い

ま
す
が
、
本
当
に
高
レ
ベ
ル

の
実
廃
液
や
不
溶
解
残
渣

廃
液
を
使
っ
て
ガ
ラ
ス
固

化
を
再
開
し
た
の
か
？
問

題
が
多
く
何
度
も
中
止
さ

れ
て
い
た
試
験
が
、
再
開
後

い
と
も
た
や
す
く
「
成
功
」

し
た
よ
う
な
印
象
を
受
け

ま
す
。
厳
正
な
審
査
が
公
開

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
要

請
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
出

来
上
が
っ
た
ガ
ラ
ス
固
化

体
の
包
含
す
る
核
種
と
そ

の
放
射
能
量
に
つ
い
て
原

燃
は
発
表
を
拒
否
し
て
い

ま
す
。
工
場
内
に
溜
ま
っ
て

い
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
の
放
射
線
量
は
二
〇
一

三
年
二
月
一
日
も
、
二
〇
一

五
年
三
月
一
日
も
セ
シ
ウ

ム
１
３
７
が
全
く
同
じ
五

二
〇
ペ
タ
ベ
ク
レ
ル
で
、
少

し
も
減
衰
し
て
い
ま
せ
ん
。

海
洋
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

に
つ
い
て
も
、
真
正
な
も
の

な
の
か
疑
問
で
す
。
ト
リ
チ

ウ
ム
含
有
廃
液
の
放
出
が

大
量
に
あ
っ
た
二
〇
〇
六

～
八
年
の
六
ヶ
所
周
辺
海

域
で
は
、
原
燃
や
青
森
県
調

査
で
は
ト
リ
チ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
ず
、
遠
く
離
れ
た
東

北
電
力
東
通
原
発
沖
合
海

水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は

検
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。

政
府
回
答
は
こ
れ
ら
の
疑

問
点
に
答
え
て
い
ま
せ
ん
。


